















































































































































































































































































③ 中止後少しつつ覚醒 出る 妻の気持ちを肯定する
中 しばらくすると腹痛再出現 「私の判断で寝かせたことを後悔し 鎮静剤を中止し妻と共に見守る
止 「つらい」「楽にしてくれ」と話す竄ﾍり妻の前では上記口に出さず
た」
u先走ってしまったのでは」 苦痛出現時は一時的セデーションを
期 「本人はまだ人との接触を持ちたい 使用
のでは」
愛犬にあった時は笑顔あり、手を差 「話しかけたとき、嬉しそうだった」
し伸べている 覚醒後、愛犬を病院まで連れてきて 妻と話せる場や犬と会える場の提供
会わせる
面会者とも多数会う 妻にも笑顔が見られる
徐々に肝性脳症が進行 ほとんど付き添っている 患者はほとんど苦痛を感じていない
一時的セデーションをしなくても傾 幻覚が見えるとき「眠らせたほうが 状態だと伝える
眠がちとなる いいのか」と悩む姿あり
④臨
少しつつ幻覚出現
激xルダウンあり
しかし悩みながらも「犬と会わせら
黷ﾄ良かった」
出来て良かったことを共に喜ぶ
死 「本人の待ってろよという気持ちが 最期まで家族ができることを伝える
期 きっと伝わったと思う」u私も、家のことは大丈夫だよと伝
えられて良かった」と話す
妻が見守る中、永眠される 穏やかに死を看取る
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